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第 28 回
えびの京町温泉マラソンえびの路を走る！「第 28 回えびの京町温泉マラソ
ン大会」では、総勢 2,257 人の
ランナーがえびの路を駆け抜け
ました。
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2,257 人のランナーが
初夏のえびのを駆け抜ける
伝統のある「えびの京町温泉マラソン」。魅力ある大会とす
るため、市、地元住民、ボランティア、関係機関・団体な
どが一体となってランナーの走りを支えました。

　

5
月
18
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
を

メ
イ
ン
会
場
に
「
第
28
回
え
び
の
京
町
温
泉

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー

フ
、
10
キ
ロ
、
5
キ
ロ
、
3
キ
ロ
、
親
子
3

キ
ロ
の
部
の
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
市
内
外
か
ら

２
２
５
７
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ハ
ー
フ
の
部

に
は
、
最
も
多
い
９
８
９
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。エ
ン
ト
リ
ー
し
た
選
手
は
、ゴ
ー

ル
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
目
指
し
、
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
た
大
会
運
営

　

え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
を
地
域
や
団

体
、
組
織
と
共
に
喜
び
と
感
動
を
共
有
で
き

る
魅
力
あ
る
大
会
と
す
る
た
め
、
市
、
自
治

会
、
地
元
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
大
会
運
営

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
の
バ
ナ
ナ
や
豚
肉
な
ど
の
お
も
て

な
し
の
食
材
や
、
抽
選
会
の
景
品
な
ど
は
、

市
内
企
業
か
ら
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
携
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
個
人
や
飯
野
高
校
生
、
市
議
会
議
員
、

陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
の
隊
員
な
ど
14

団
体
、約
４
５
０
人
で
し
た
。
参
加
選
手
は
、

「
沿
道
の
声
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
り
が

た
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
地
元
住
民
や
数
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
温
か
い
支
援
で
、
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会
運
営

で
は
、
コ
ー
ス
の
距
離
が
正
確
で
は
な
く
、

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

エイドでエネルギー補給

沿道からはたくさんの声援

安心して走っても
らいたい

コース上に設置された 5 つの給水所では、ボランティアがス
ポーツドリンクや濡れたスポンジなどを用意し、ランナーの
走りを支えました。

沿道では、地元の人たちが手をたたいたり、小旗を振っ
たりしてランナーに声援を送っていました。

米盛病院（鹿児島
市）からは、医師
ら 13 人とドクター
カー 1 台、ドクター
バイク 1 台、ドク
ターヘリ 1 機の派
遣を受けました。

活躍する飯野高校生宮崎牛の振る舞い

多くのボランティアに感謝

大会を支えた自衛隊員

ゴール付近での給水やランナーが付けているタグ
の回収など運営のサポートを行いました。

JA えびの市肥育部会の約 15 人が宮崎牛の焼き肉
の振る舞いを行いました。

「受付」「おもてなし」「表彰式」「給

水」などたくさんのボランティア

が支えました。

陸上自衛隊えびの駐屯地の隊員が

大会運営の支援を行いました。

①食事を配給するボランティア

②表彰式では、上位 6 位までを表

彰しました。

①ランナーの状況を把握する隊員

②給水所でスポンジを渡す隊員

お
か
け
し
た
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
反
省
点
を
来
年
度
に
生
か

し
、
参
加
者
に
「
え
び
の
の
大
会
に
来
て
よ

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
大
会

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

第 28 回えびの京町温泉マラソン大会

①

①

②

②
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情報公開・個人情報保護制度の
運用状況を公表します
情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表しています。
平成 25 年度の運用状況を以下のとおり公表します。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報、
事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされたものです。表中の『非
公開』については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 25 年度 平成 24 年度

会議の開催回数（ａ） 154 回 162 回

公開された会議の回数（ｂ） 125 回 133 回

非公開とされた会議の回数 29 回 29 回

傍聴者数（合計） 5 人 5 人

公開率（ｂ／ａ） 81.17％ 82.10％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市政に対する理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　開催された会議の回数と公開された会議の回数は 8 回減となり、公開率は、0.93 ポイント下がりました。非公開（一部
公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や審査・評価に関する事項についてのみ非公開としたものと会議開
催の事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

1 件 0 件 0 件 0 件 4 件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 186 件、教育委員会 47 件、農業委員会
18 件、選挙管理委員会 23 件、議会 3 件、監査委員 2 件、固定資産評価審査委員会 2 件、公平委員会 1 件となっています。

■お問い合わせ先
えびの市総務課行政係
☎ 35-1111（内線 311・314）

個人情報取扱事務登録件数（平成 26 年４月１日現在）

282 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

18 件 8 件 7 件 3 件 1 件

公営企業の財政状況
えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年 6 月と 11 月に公表しています。
今回は、平成 25 年 10 月１日から平成 26 年 3 月 31 日まで（平成 25 年度下半期）の予算の収入と支出
の状況についてお知らせします。（四捨五入の関係で、数値、率が一致しない場合があります）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 322,137,000 161,940,679 320,599,247 99.5

営業収益 319,830,000 159,945,984 318,246,011 99.5

営業外収益 2,304,000 1,994,695 2,323,181 100.8

特別利益 3,000 0 30,055 1001.8

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 313,019,000 170,836,807 305,749,366 97.7

営業費用 288,490,000 157,064,557 280,861,014 97.4

営業外費用 23,439,000 13,394,509 24,300,132 103.7

特別損失 590,000 377,741 588,220 99.7

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は量水器評価額など。

※支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 785,231,000 339,593,953 772,753,974 98.4

医業収益 701,371,000 320,457,451 688,842,188 98.2

医業外収益 83,859,000 19,136,502 83,911,786 100.1

特別利益 1,000 0 0 0.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 942,127,000 466,329,957 883,981,023 93.8

医業費用 940,264,000 446,018,516 863,096,561 91.8

医業外費用 1,627,000 20,276,812 20,849,833 1281.5

特別損失 36,000 34,629 34,629 96.2

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、入院収益、外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、診療材料費、電気代などの経費、研究研修費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

■お問い合わせ先
えびの市水道課経営管理係
☎ 35-1111（内線 291）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 0984-33-1023

◎水道業務量
平成 25 年 10 月１日～

平成 26 年 3 月 31 日

［給水戸数］8,585 戸
［給水人口］18,819 人
［下半期給水量］968,239m3

［１日平均給水量］5,320m3

［１人１日平均給水量］282.7㍑
［普及率］94.1％

病院事業

Data

◎借入金残高
10 億 7,479 万円

◎病院業務量
平成 25 年 10 月１日～

平成 26 年 3 月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］5,622 人
［患者数（外来）］15,794 人
［１日平均入院患者数］30.9 人
［１日平均外来患者数］132.7 人

◎借入金残高
2,805 万円

Data
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市
で
は
、
白
鳥
温
泉
下
湯
に
、
介
護
が

必
要
な
人
な
ど
も
利
用
で
き
る
貸
切
風
呂

（
個
室
付
浴
場
）
2
室
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
利
用
者
か
ら
「
介
護
が
必
要

な
人
や
足
の
不
自
由
な
人
が
ゆ
っ
く
り
と

温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
大

浴
場
な
ど
階
段
が
急
で
利
用
し
づ
ら
い
」

な
ど
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
利
用
者
か

ら
の
意
見
を
受
け
、
介
護
が
必
要
な
人
や

体
の
不
自
由
な
人
な
ど
が
、
温
泉
を
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
貸
切
風
呂

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の
急

な
階
段
を
通
る
こ
と
な
く
入
浴
で
き
る
連

絡
通
路
な
ど
も
整
備
し
ま
し
た
。

　

貸
切
風
呂
は
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
使
用
料
】

［
貸
切
風
呂
］
１
５
０
０
円

※
一
般
浴
は
１
室
60
分
、
福
祉
浴
・
介
護

浴
は
１
室
90
分
の
料
金

※
延
長
は
、一
般
浴
が
30
分
毎
７
５
０
円
、

福
祉
浴
・
介
護
浴
が
30
分
毎
５
０
０
円

【
利
用
時
間
】

午
前
9
時
～
午
後
8
時

白
鳥
温
泉
下
湯
に

貸
し
切
り
風
呂
を
整
備

※
最
終
受
け
付
け
は
、
午
後
7
時

【
休
業
日
】

毎
月
第
3
火
曜
日

【
そ
の
他
】

　

貸
切
風
呂
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
原
則

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
白
鳥

温
泉
下
湯
ま
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
白
鳥
温
泉
下
湯

☎
33
‐
３
６
１
１

建物の構造は、瓦ぶきの切妻屋根木造平屋造り

調印後、握手する村岡市長と西理事長 バリアフリーでゆったり利用できます

　

4
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
で
唯

一
現
存
す
る
木
造
駅
舎
え
び
の
駅

が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
目
立
っ
た
改
修
が
な

く
、
建
設
当
時
（
1
9
1
2
年

大
正
元
年
）
の
ま
ま
の
姿
を
維
持

し
て
い
る
え
び
の
駅
の
存
在
は
、

非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
、

平
成
25
年
11
月
15
日
、
文
化
審
議

会
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
す
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に

答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

文
部
科
学
大
臣
は
、
平
成
26
年
4

月
25
日
、
え
び
の
駅
を
文
化
財
登

録
原
簿
に
登
録
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
駅
で
は
、
地
域
住
民
等

に
よ
る
駅
舎
や
構
内
の
清
掃
、
駐

車
場
の
植
木
の
剪
定
等
の
美
化
活

動
が
定
期
的
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
え
び
の
駅
は
、
交
通
手
段
と

し
て
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
木

造
駅
舎
の
美
し
さ
を
保
つ
た
め
の

努
力
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
え
び
の
駅
を

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
後
世
に
伝

え
る
べ
き
財
産
と
し
て
残
し
て
い

き
ま
す
。

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
で
唯
一
現
存
す
る
木
造
駅
舎
え
び
の
駅

災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を

電
気
設
備
応
急
対
策
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　

市
と
小
林
地
区
電
気
工
事
業
協

同
組
合
（
34
社
加
盟
）
は
、
風
水

害
や
地
震
な
ど
の
災
害
で
、
電
気

設
備
な
ど
の
復
旧
作
業
を
必
要
と

す
る
事
態
が
発
生
し
た
時
、
市
と

同
組
合
が
協
力
し
て
復
旧
作
業
を

行
な
う
協
定
を
、
5
月
30
日
、
締

結
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
、

電
気
設
備
な
ど
が
損
傷
し
、
電
気

が
使
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
生
活
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
電
気
を
、
い

ち
早
く
供
給
す
る
た
め
の
迅
速
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
同
組
合
が

災
害
時
の
電
力
設
備
な
ど
の
被
害

を
、
迅
速
に
復
旧
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
、
市
長

は
、「
災
害
時
の
よ
り
迅
速
な
対

応
が
期
待
さ
れ
ま
す
」、
同
組
合

の
西
理
事
長
は
「
協
力
態
勢
は

整
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）
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重
度
障
害
者
に
手
当
を
支
給

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

市
で
は
、
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
的
に
特
別
な
介
護
が

必
要
な
人
に
、
特
別
障
害
者
手
当

ま
た
は
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当

【
対
象
者
】
左
表

【
手
当
額
】
2
6
0
0
0
円
（
平
成

26
年
4
月
現
在
の
月
額
）

【
支
給
月
】

8
月
・
11
月
・
2
月
・
5
月

■
障
害
児
福
祉
手
当

【
対
象
者
】
左
表

【
手
当
額
】
1
4
1
4
0
円
（
平
成

26
年
4
月
現
在
の
月
額
）

【
支
給
月
】

8
月
・
11
月
・
2
月
・
5
月

　

手
当
の
申
請
に
は
、
指
定
の
診

断
書
な
ど
が
必
要
で
す
。認
定
に

は
審
査
が
あ
り
、
該
当
し
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
市
福

祉
事
務
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
2
6
1
・
2
6
6
）

※「施設への入所」、「病院などに継続して3か月以上入院」、「本人
が扶養義務者の所得が一定の額を超える」など要件によっては、
支給対象外となる場合があります。

出会いをプロデュースしませんか

　

市
で
は
、
独
身
の
男
女
が
出
会

え
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る

団
体
等
に
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。交
流
会
や
農
業
体
験
、

料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
、
出
会
い
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
補
助
対
象
者
】
市
内
に
所
在
地

が
あ
る
法
人
や
団
体

【
補
助
対
象
事
業
】
独
身
の
男
女

を
対
象
と
し
た
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
以
下
の
要
件

を
満
た
す
も
の

①
参
加
者
全
員
が
独
身
で
20
歳
以

上②
参
加
者
総
数
が
10
人
以
上

③
参
加
者
の
男
女
比
率
が
偏
っ
て

い
な
い
（
少
な
い
方
の
比
率
が
全

体
参
加
者
の
3
割
以
上
）

④
参
加
者
の
5
人
以
上
が
市
内
在

住
者

【
補
助
対
象
経
費
】
会
場
使
用
料
、

各
種
借
上
料
、
広
告
宣
伝
費
、
講

師
、
司
会
者
の
謝
礼
・
旅
費
、
事

務
経
費
、
消
耗
品
費
な
ど

【
補
助
対
象
外
経
費
】
飲
食
費
（
材

料
費
を
含
む
）、
賞
品
・
景
品
代
、

参
加
者
の
旅
費
・
交
通
費
な
ど

【
補
助
金
の
額
】
補
助
対
象
と
な

婚
活
を
企
画
し
ま
せ
ん
か

出
会
い
創
出
事
業
補
助
金

る
経
費
の
全
額
（
上
限
10
万
円
）

【
補
助
金
申
請
方
法
】
市
企
画
課

に
あ
る
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、

市
企
画
課
政
策
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。（
ホ
ー
ム
→
く
ら
し

→
協
働
・
市
民
活
動
→
え
び
の
市

出
会
い
創
出
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
）

　

詳
し
く
は
、
市
企
画
課
政
策
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

役
に
な
っ
て
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、

助
成
金
を
交
付
す
る
「
ぷ
ら
い
ど

21
市
民
団
体
活
動
助
成
金
」
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
７
団
体
が
助
成
金
の
交
付
を

受
け
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
市
民
団
体
の
活

動
実
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。

【
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
と
は
】

　

私
た
ち
市
民
が
市
内
に
あ
る
豊

か
な
歴
史
や
文
化
、
産
業
を
し
っ

か
り
見
つ
め
、
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、

予
算
で
定
め
る
金
額
を
上
限
と
し

て
、
そ
の
活
動
を
行
う
市
民
団
体

に
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

※
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
に
つ
い
て

は
、
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
5
２
）

ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
の
活
動
実
績

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援＊平成 25 年度ぷらいど 21 助成金交付団体（市民団体）活動実績＊

団体名 活動実績

花と EM で潤いのあるま
ちづくり委員会

生活環境の改善、衛生対策を行いました。また、遊休地等に花と花木を育て、花の社会性を生
かした京町温泉郷に適した景観づくりに主眼を置き、実践菜園を新たに開始。菜園でできた玉
ネギ、ジャガイモなどの農産物をあおぞら市に出品しました。

西内竪ふれあいクラブ生
産組合

真幸駅周辺整備を行い、地域住民と観光客との交流を目的にグラウンドゴルフ大会などのレク
リエーション、七夕や餅つきなどを行いました。

京町温泉旅館組合
ボディソープ、せっけん等の京町温泉ブランドの開発と、川内川上流に位置する温泉街の河川
浄化の促進を図りました。包装デザインやポスター、チラシ等も作成し、各種メディアの取材
を受け、効果的な広報を行いました。

加久藤地区防犯パトロー
ル隊

地域の子どもと高齢者の交通・地域安全意識の向上を図ることを目的に、子どもたちの登校時
の立ち番や各公民館等で高齢者向けの講話を行いました。また、危険箇所の見回りを行いまし
た。

元気な農業をめざす会

えびの市の農業所得の向上を目的に、高温に強く食味値の高い米「にこまる」の生産をするこ
とで稲作農家の生産性の向上を図りました。食味コンクール出品や学校給食への「にこまる」
贈呈など PR にも力を入れました。また、児童・生徒に「にこまる」を食べた感想文をもらい、
その賞味感想文を紹介する冊子を作成しました。

おこびらつつじ保存会
おこびらつつじの増殖と保護のために調査研修を行いました。地区内に新たに 120 本を植栽し、
その管理を行いました。つつじの開花時期には、国道沿いから大河平まで道案内用の看板を製
作し、看板とのぼり旗を設置しました。

巻きかやし二俣公園保存
有志会

巻きかやし井せきの保全管理のために、井せき周辺のアシ・雑草の除去、敷石隙間の充填を行
いました。敷石の欠損した部分に石を詰め、補修作業を行いました。また、二俣公園の環境整
備を目的に、公園内にグラウンドゴルフ場を設け、和式トイレを洋式に改良しました。

餅つき大会（西内竪ふれあいクラブ生産組合） 敷石の石詰め作業（巻きかやし二俣公園保存有志会）　

●特別障害者手当支給対象者
20歳以上で、①～⑦に該当する障害が2つ以上あるか、それと
同程度以上の障害がある人
①両眼の視力の和が、0.04以下 ②両耳の聴力レベルが100デシベル
以上  ③両上肢の機能に著しい障害か、両上肢のすべての指を欠くか、
両上肢のすべての指の機能に著しい障害 ④両下肢の機能に著しい障
害か、両下肢を足関節以上で欠く ⑤体幹の機能に座っていることが
できない程度か、立ち上がることができない程度の障害 ⑥①～⑤の
ほか、身体の機能の障害か、長期にわたる安静が必要な症状が①～
⑤と同程度以上と認められる状態であり、日常生活の用事を行うこ
とが著しく困難な状態にある ⑦精神の障害（知的障害を含む）で、①
～⑥と同程度以上と認められる

●障害児福祉手当支給対象者
20歳未満で、①～⑩に該当する障害がある人
①両眼の視力の和が0.02以下 ②両耳の聴力が、補聴器を使用しても
音声を識別することができない ③両上肢の機能に著しい障害 ④両上
肢のすべての指を欠く ⑤両下肢が全く動かない ⑥両大腿を2分の1以
上失っている ⑦体幹の機能に座っていることができない程度の障害 
⑧①～⑦のほか、身体の機能の障害か長期の安静が必要な病状が①
～⑦と同程度以上と認められる状態で、日常生活の用事を行うこと
が著しく困難な状態にある ⑨精神の障害（知的障害を含む）で、①～
⑧と同程度以上と認められる
⑩身体の機能の障害か病状、精神の障害が重複する場合で、その状
態が①～⑨と同程度以上と認められる。
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5
月
24
、
25
日
、
え
び
の
駐
屯

地
創
立
33
周
年
記
念
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

24
日
に
は
、
自
衛
官
候
補
生
や

53
台
の
車
両
に
分
乗
し
た
隊
員
が

市
役
所
東
側
の
道
路
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。

　

観
閲
台
に
隊
員
が
さ
し
か
か
る

と
台
上
の
連
隊
長
や
市
長
に
敬
礼

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。沿
道
に
は

パ
レ
ー
ド
を
見
よ
う
と
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

25
日
に
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
記

念
行
事
で
は
、
観
閲
行
進
や
訓
練

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

永
山
運
動
公
園
河
川
敷
で
川
内
川

上
流
地
区
水
防
演
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
市
民
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
。加
久
藤
麓
自

治
会
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
報

告
や
宮
崎
地
方
気
象
台
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
防
訓
練
で
は
、
自
衛
隊
や
え

び
の
市
、
伊
佐
市
、
湧
水
町
の
消

防
団
員
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
。

土
の
う
で
築
堤
な
ど
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

6
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
各
部
会

に
、
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
学
力
向

上
推
進
部
会
、
英
語
教
育
推
進
部

会
、
え
び
の
学
企
画
推
進
部
会
、

市
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
4
部
会

31
人
で
す
。

　

学
力
向
上
推
進
部
会
に
委
嘱
さ

れ
た
多
田
隆
志
さ
ん
（
上
江
小
中

学
校
小
学
部
主
幹
教
諭
）
は
、「
え

び
の
市
全
体
の
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び

の
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
ひ
ま
わ
り
の

植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
植
栽
に
は
、

加
久
藤
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
な
ど

約
86
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
植
栽
は
、
児
童
生
徒
の
郷
土
の

自
然
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
て

　

5
月
21
日
、国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

え
び
の
市
留
学
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
歓
迎
会
に
は
、
留
学
生
や
関
係

者
ら
約
２
１
０
人
が
参
加
。
今
年
、
中

国
の
長
春
日
章
学
園
高
中
（
高
校
）
か

ら
え
び
の
市
の
日
章
学
園
九
州
国
際
高

等
学
校
に
来
た
留
学
生
94
人
を
歓
迎
し

えびの駐屯地創立 33 周年記念

パレードで地域と交流

「防災・減災フォーラム」「川内川上流地区水防訓練」

大規模水害に備えて

4 部会 31 人の先生に委嘱状を交付

一貫教育の充実をめざす

育て、ひまわり2万5千本

留学生9４人を歓迎

加久藤小・中学生がひまわりの苗植え

長春日章学園高中からえびの市に

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
19
年
度
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
に
は
、
約

2
万
5
千
本
の
ひ
ま
わ
り
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
植
え
ら
れ
た
ひ
ま
わ
り
は
、

7
月
中
旬
か
ら
7
月
下
旬
に
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
す
。

ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
え
び
の
太
鼓
や
留
学

生
の
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
学
生
の
王
卓
成
（
ワ
ン
ジ
ョ
ウ

チ
ャ
ン
）
さ
ん
は
、「
え
び
の
市
を
新

た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
3
日
、
え
び
の
市
管
工
事

協
同
組
合
（
12
社
加
盟
）
の
組
合

員
20
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
水
道
点

検
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
員
は
、
真
幸
地
区
の
10

軒
を
訪
問
。
水
漏
れ
箇
所
や
蛇
口

の
点
検
・
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
あ
る
高
齢
者
は
、「
1
人
暮

ら
し
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。点
検
、

修
繕
を
し
て
も
ら
い
助
か
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

水道週間に合わせて

高齢者宅の水回りを点検
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西
諸
管
内
で
は
十
数
年
ぶ
り
の
出
場

　
「
大
会
で
入
賞
で
き
た
こ
と
は
、
日
々
の
業
務
の

励
み
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
5
月
21
日
、
宮

崎
市
北
消
防
署
東
分
署
で
行
わ
れ
た
宮
崎
県
消
防
救

助
技
術
指
導
会
は
し
ご
登
は
ん
の
部
で
入
賞
し
た
、

え
び
の
消
防
署
の
笠
掛
誠
隊
員
（
永
山
）
で
す
。

　
「
は
し
ご
登
は
ん
」
は
、
自
己
確
保
の
命
綱
を
結
索

し
た
後
、
垂
直
に
固
定
さ
れ
た
15
メ
ー
ト
ル
の
は
し

ご
を
踏
み
外
し
な
ど
の
ミ
ス
を
せ
ず
、
ど
れ
だ
け
早

く
、
登
は
ん
す
る
か
を
競
い
ま
す
。
は
し
ご
登
は
ん

は
、
消
防
活
動
の
基
本
と
な
る
訓
練
で
す
。
西
諸
管

内
の
消
防
署
か
ら
こ
の
は
し
ご
登
は
ん
の
部
に
出
場

す
る
の
は
十
数
年
ぶ
り
で
す
。

　

大
会
を
終
え
て
、
笠
掛
さ
ん
は
、「
大
会
で
は
、
す

ご
く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
ミ
ス
が
な
く
で
き
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
結
果
を
見
て
、
う
れ
し
さ

が
倍
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
中
で
は
、
も
っ
と
や
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も
出
場
し
て
、
全
国
大
会

へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

苦
戦
し
た
、は
し
ご
の
登
は
ん

　

笠
掛
さ
ん
が
消
防
士
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
中
学
生
の
時
に
行
わ
れ
た
職
業
体
験
だ
そ

う
で
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。消

防
士
は
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　

笠
掛
さ
ん
は
、
平
成
24
年
4
月
に
夢
で
あ
っ
た
消

防
士
と
し
て
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
に
入
署
、
小

熟練した消防士を目指して

林
中
央
署
で
1
年
間
勤
務
し
た
後
、
え
び
の
署
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
。え
び
の
署
で
は
、
救
急
、
救
助
、

火
災
へ
の
対
応
や
事
業
所
へ
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど

の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

は
し
ご
登
は
ん
へ
の
出
場
は
、
上
司
の
一
言
で
し

た
。「『
笠
掛
、
は
し
ご
登
は
ん
に
出
て
み
な
い
か
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
技
術
力
の
向
上
な
ど
に

つ
な
が
る
。
出
場
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
と
、
出

場
を
決
め
ま
し
た
」

　

は
し
ご
登
は
ん
の
訓
練
は
、
日
々
の
業
務
の
合
間

や
休
日
を
利
用
し
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。「
約
1
か

月
前
か
ら
訓
練
を
始
め
ま
し
た
。最
初
に
は
し
ご
を

登
っ
た
時
は
、
は
し
ご
を
踏
み
外
し
た
り
、
は
し
ご

で
足
を
打
っ
た
り
と
苦
戦
し
ま
し
た
。ミ
ス
が
な
く
、

訓
練
で
き
て
き
た
の
は
、
大
会
1
週
間
前
で
し
た
」

　

は
し
ご
登
は
ん
で
は
、
5
階
建
て
ビ
ル
と
同
じ
高

さ
に
登
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
さ
へ
の
恐
怖
心
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
正
直
、
高
さ
へ
の
恐
怖
心
は
あ

り
ま
し
た
。で
も
、
信
頼
す
る
仲
間
に
命
綱
を
預
け
、

安
心
し
て
、
訓
練
に
打
ち
込
め
ま
し
た
」

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

　

笠
掛
さ
ん
は
、「
救
急
、
救
助
、
火
災
へ
の
対
応

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
う

大
事
な
仕
事
で
す
。市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
な
ど
に

迅
速
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
消
防
士
を
目
指
し
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
も
挑
戦

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

え
び
の
消
防
署
岡
元
署
長
は
、「
え
び
の
署
の
隊

員
は
や
る
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

な
ん
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、
救
助
、
救

急
な
ど
の
技
術
を
伸
ば
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

え
び
の
消
防
署
隊
員　

笠
掛 

誠
さ
ん

かさかけ・まこと／永山
／20 歳／趣味：体を鍛
えること（休みの日には、
1時間程度ランニングを
しています）、ドライブ

Profile
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石井さんの自宅から眺める高千穂峰

え び の 高 原 ボ ラ
ンティアの会
会長
石井久夫さん

　
今
月
か
ら「
霧
島
七
景
」
と
題

し
、
環
霧
島
圏
域
の「
霧
島
山
絶

景
ポ
イ
ン
ト
」な
ど
を
リ
レ
ー
形

式
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。ま
ず

最
初
は
、高
原
町
で
す
。

【
狭
野
か
ら
眺
め
る
高
千
穂
峰
】 

　
「
高
千
穂
峰
を
含
む
霧
島
は
、

明
治
時
代
よ
り
全
国
か
ら
植
物
学

者
が
訪
れ
、
研
究
が
さ
れ
て
き
た

所
で
も
あ
り
ま
す
。植
物
だ
け
で

も
１
３
０
０
種
も
あ
り
、
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
の
よ
う
に
美
し
い
花
が

多
い
こ
と
で
も
有
名
で
す
。ま
た
、

珍
し
い
野
鳥
や
昆
虫
な
ど
も
多
く
、

多
種
多
様
な
動
植
物
に
恵
ま
れ

る
魅
力
的
な
山
で
す
」と
話
す
の

は
、
え
び
の
高
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
会
石
井
久
夫
会
長

で
す
。石
井
さ
ん
の
出
身
は
日
南

市
で
す
が
、
定
年
後
、
高
千
穂
峰

の
麓
に
広
が
る
景
色
が
気
に
入
り
、

高
原
町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。「
今

住
ん
で
い
る
家
も
高
千
穂
峰
が
き

れ
い
に
一
望
で
き
る
所
を
探
し
て

決
め
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
は
二
子

石
と
山
頂
が
壮
大
に
見
え
、
な
だ

ら
か
な
山
の
形
が
と
て
も
美
し
い
。

特
に
雨
上
が
り
の
朝
に
は
、
空
気

が
澄
ん
で
山
が
神
々
し
く
見
え
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

　
「
高
原
町
の
多
く
の
人
が『
我
が

家
か
ら
見
え
る
高
千
穂
が
一
番
き

れ
い
』
と
言
い
ま
す
。
見
る
場
所

や
季
節
、
天
候
に
よ
っ
て
高
千
穂

は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
町
民
の
多
く
が「
自
分

だ
け
の
高
千
穂
」を
持
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
高
千
穂
峰
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●カラタケ（マダケ）のきんぴら

【紹介者】上上江コスモス会の皆さん

カラタケのシャキシャキとした食感が絶妙な一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.73

レシピ

【材料】
カラタケ（マタケ）2本、シイ
タケ 3 ～ 4個、砂糖 大さじ1.5、
しょうゆ 大さじ2、みりん 大
さじ1、だし汁 100㏄、ごま油 
大さじ1

【作り方】
① カ ラ タ ケ を 湯 が く 。
② カ ラ タ ケ 、 シ イ タ ケ を せ ん 切 り に す る 。
③ フ ラ イ パ ン に ご ま 油 を 入 れ 、 カ ラ タ ケ 、 シ イ タ
ケ を 入 れ て 炒 め る 。
④ あ る 程 度 炒 め た ら 、 砂 糖 、 し ょ う ゆ を 入 れ て 味
を つ け 、 だ し 汁 を 加 え て 炒 め 煮 に す る 。 水 分 が な
く な っ た ら み り ん を 入 れ 照 り を つ け る 。

湧水町都城市

おかげ祭り
● 日 時 ＝7月8日（火）
～ 7月9日（水）

8日：午後7時
9日：午後5時45分～　
●�場 所 ＝八坂神社、神
柱宮、都城駅周辺

●�内容＝宵祭りでは八
坂神社から神柱宮ま
でを大灯籠山車（だ
し）がひかれ、本祭り
では太鼓や笛のおは
やしと共にみこしが
練り歩きます。

�おかげ祭り振興会　☎0986-21-4835 �湧水町観光商工課　☎0995-74-3111

● 日時＝7月19日（土）～ 8月31日（日）　
　正午～午後4時
● 場所＝竹中池プール（姶良郡湧水町）
●�料金＝小学生以上200円、幼児100円

竹中池プール開園

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地

域
支
え
合
い
事
業
で

上
上
江
の
「
コ
ス
モ
ス
会
」が

作
っ
た
「
カ
ラ
タ
ケ
（
マ
ダ

ケ
）の
き
ん
ぴ
ら
」で
す
。

　

カ
ラ
タ
ケ
の
き
ん
ぴ
ら
は
、

カ
ラ
タ
ケ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
が
絶
妙
な
一
品
で
す
。調

理
の
際
、
ご
ま
油
を
少
し
多
め
に

入
れ
る
と
ゴ
マ
の
風
味
が
き
い
て

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。お
好

み
で
、
一
味
を
入
れ
、
ピ
リ
辛
に

す
る
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

カ
ラ
タ
ケ
は
、
あ
く
ぬ
き
を
せ

ず
、
湯
が
く
だ
け
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
苦
味
が
気
に
な

る
人
は
、
孟
宗
竹
の
タ
ケ
ノ
コ
と

同
じ
よ
う
に
あ
く
抜
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
カ
ラ
タ
ケ
の
代
わ
り
に
、
孟
宗

竹
の
タ
ケ
ノ
コ
を
使
っ
て
も
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
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え
び
の
市
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
導
入
し
て
、
ま
も
な
く
３
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
協
力

隊
員
は
都
市
部
で
の
生
活
を
離
れ
、
新

た
な
仕
事
と
し
て
「
地
域
お
こ
し
」
を

選
び
、
縁
が
あ
っ
て
え
び
の
市
に
移
住

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
民
協
働
課
に
は
、
５
人
の

協
力
隊
員
が
い
ま
す
。
隊
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
々
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
隊
員
共
通
の
活
動

　

病
院
な
ど
で
血
圧
を
測
る
と
正
常
な

の
に
、
家
庭
や
職
場
で
測
る
と
高
血
圧

に
な
る
場
合
は
、
仮
面
高
血
圧
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

仮
面
高
血
圧
に
は
、
心
臓
病
や
腎
臓

病
・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
が
原

因
で
、
夜
間
睡
眠
時
に
高
く
な
る「
夜

間
高
血
圧
」と
加
齢
や
動
脈
硬
化
な
ど

が
原
因
で
、
早
朝
、
血
圧
が
高
く
な
る

「
早
朝
高
血
圧
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
血

圧
の
上
昇
が
急
激
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

血
管
が
傷
つ
き
、
血
栓
が
で
き
や
す
く

テ
ー
マ
と
し
て
「
情
報
発
信
」
が
あ
り

ま
す
。
え
び
の
市
は
自
然
豊
か
で
、
人

が
や
さ
し
く
、
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

日
々
の
活
動
や
生
活
を
通
し
て
、
移
住

者
の
目
線
で
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
え

び
の
の
魅
力
や
え
び
の
の
今
を
取
材
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
、

１
年
半
前
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
、
え
び
の
の
話
題
、
日
常
、
そ
し

て
協
力
隊
員
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。数
百
人
の
人
が
投
稿
し
た
記

事
や
写
真
を
見
て
、
感
想
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。記
事
や
写
真
は
、

え
び
の
で
暮
ら
し
て
い
る
人
、
生
ま
れ

育
っ
た
え
び
の
を
離
れ
暮
ら
し
て
い
る

人
、
そ
し
て
え
び
の
が
好
き
な
人
に
今

の
え
び
の
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ほ

ぼ
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
え
び
の
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
検
索
す
れ
ば
、

検
索
結
果
の
先
頭
に
出
て
き
ま
す
。見

て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。文

：
山
田
知
広
隊
員

薄
め
よ
う
と
し
て
水
分
を
増
や
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
血
管
は
常
に
パ
ン
パ
ン
に

拡
張
し
、
本
来
な
ら
低
く
な
る
夜
間
や

早
朝
も
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
朝
晩
の
血
圧
は
大
丈
夫
で

す
か
。
ぜ
ひ
、「
寝
る
30
分
前（
飲
酒
後
、

入
浴
後
は
避
け
る
）」と「
朝
起
き
て
ト

イ
レ
を
済
ま
せ
て
か
ら
の
朝
食
前
30
分

以
内
」の
2
回
、
家
庭
で
血
圧
を
測
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
測
っ
た
血

圧
が
、
常
に
1
3
5
／
85
㎜
H
g
以

上
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
注
意
が
必

要
で
す
。

文
：
鞍
津
輪
保
健
師

共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
家
族
形
態
の

多
様
化
、
地
域
社
会
の
変
化
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
て
い
く
中

で
、
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て

も
生
き
や
す
い
、
そ
し
て
住
み
よ
い
ま

ち
え
び
の
市
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
の
実
現
は
重

要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
を
機

会
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
文
：
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  b u i l d i n g

「
仮
面
高
血
圧
」に
気
を
つ
け
て 

血
圧
シ
リ
ー
ズ
②

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
え
び
の
の
魅
力
を
発
信

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

6
月
23
日
～
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

フェイスブックの更新を行う山田隊員

　

男
性
と
女
性
が
共
に
、
職
場
や
学
校
、

地
域
や
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
『
男
女
共
同
参
画

社
会
』
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府

や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
事
業

所
や
市
民
の
み
な
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

平
成
11
年
6
月
に
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
て
14
年
に

な
り
ま
す
。平
成
22
年
12
月
、国
は
「
第

3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
で
は
、平
成
24
年
3
月
に「
第

2
次
み
や
ざ
き
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
と
も
に
実
効
性
の
あ

る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
え
び
の
市
で
は
、

平
成
22
年
4
月
「
え
び
の
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
は
、
平
成
16
年
7
月
に
策
定

し
た
「
え
び
の
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
が
目
標
年
度
を
迎
え
た
た
め
、
平

成
26
年
3
月
に
第
２
次
え
び
の
市
男
女

な
り
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
萎
縮
に
よ
っ

て
認
知
症
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

血
圧
を
上
げ
る
原
因
の
一
つ
に
塩
分

の
取
り
過
ぎ
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
血

液
中
に
塩
分
が
増
え
る
と
、
血
管
を
し

め
つ
け
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
血

圧
を
高
く
し
て
塩
分
を
体
外
に
出
そ
う

と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
や
動
脈
硬
化
の
進

ん
だ
人
は
、
血
管
を
し
め
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
塩
分
を

外出前には戸締りを

熱中症対策は万全ですか

昨年、6 月～ 8 月のえびの市内での熱中症患者の
救急搬送件数は、26 件でした。その内、高齢

者が 20 人を占め、梅雨明けの 7 月に、救急搬送で運
ばれる人が最も多くいました。
　熱中症は、日差しの強い野外での運動や作業をす
る時だけでなく、高温多湿の屋内でも発生していま
す。熱中症には、さまざまな種類がありますが、簡
単な予防方法として、糖分や塩分が含まれる水分
を補給することがあります。市販している経口水や
スポーツ飲料などを水で薄めて補給するのもよいで
しょう。また、生活リズムをくずさず、睡眠をしっ
かりとることも熱中症予防につながります。

宮 﨑 県 内 で は 、依 然 と し て 空 き 巣 、車 上 ね ら
い 等 の 窃 盗 事 件 が 頻 発 し て い ま す 。

　 え び の 警 察 署 管 内 で も 、平 成 2 6 年 は 、5 月 末
現 在 で 、8 件 の 侵 入 盗 が 発 生 し て い ま す 。
　 外 出 時 に は 、も う 一 度 、室 内 の 戸 締 り を 確 認
し 、被 害 防 止 に 努 め ま し ょ う 。

～ 被 害 に 遭 わ な い た め に 、も う 一 度 確 認 ～

○ 外 出 す る 時 、家 の 鍵 を か け て い ま す か
　 玄 関 、勝 手 口 、風 呂 場 、ト イ レ 等 を も う 一 度 確
認 し ま し ょ う 。
○ 家 を 留 守 に す る 時 は 、近 所 の 人 に 声 を か け て
い ま す か

5月の交通事故発生状況
人 身 5件 本年累計 53件
物 件 33件� 本年累計 146件

5月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 5件
救 急 68件� 年 計 377件
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六
月
の
雨

飯
野
麓
　
田
中
虎
夫

水
無
月
・
涼
暮
月
・
松
風
月
の
雨
は
慈
雨

水
無
月
は
「
水
の
月
」
の
意
だ
と
…

草
木
や
農
作
物
を
潤
し
田
に
水
引
く
田
植
雨

六
月
の
雨
は
！
何
故
か
ふ
と
初
恋
慕
情
へ
誘
う

風
情
の
あ
る
梅
雨
は
梅
の
実
が
稔
り
色
づ
く

頃
盛
り
を
迎
え
豊
か
な
水
と
緑
育
む
大
地

満
ち
る
緑
は
酸
素
を
は
き
大
気
を
浄
化
し

涼
風
を
生
み
命
に
安
穏
な
オ
ア
シ
ス
与
え
る

人
世
を
慈
悲
の
心
に
学
び
利
己
を
つ
つ
し
み

た
し
な
み
・
料
簡
・
け
じ
め
・
節
度
を
貴
び

互
い
に
寄
り
添
う
潤
い
あ
る
生
涯
送
り
た
い

自
然
の
摂
理
！
し
き
り
に
松
籟
吹
い
て
い
ま
す

春
ゆ
き
て
新
緑
燃
ゆ
る
山
里
は

初
夏
の
色
へ
と
日
々
変
わ
り
ゆ
く

西
上
江
　
山
本
ハ
ヤ
子

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
黄
緑
の
五
月
の
若
葉
が
梅

雨
に
ぬ
れ
て
濃
緑
に
か
わ
り
夏
至
と
な
り
蒼
く

澄
み
渡
る
六
月
の
空
が
輝
く
。足
早
に
移
り
行

く
季
節
の
中
で
風
や
光
や
花
を
眺
め
つ
つ
平
穏

な
日
、
無
事
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
る
作
者
の

心
の
垣
間
見
え
る
や
さ
し
い
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　�������

　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌月

光
に
し
ん
と
し
づ
も
る
大
植
田

　
　
岩
切 

嗣
子

二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、
時
お
り
月
光
欲
を
す

る
。田
植
え
の
す
ん
だ
田
が
、
眼
下
に
広
が
り

降
り
注
ぐ
月
光
に
静
か
さ
が
し
ん
し
ん
と
満
ち

足
り
て
い
く
。稲
作
の
始
ま
っ
た
弥
生
時
代
か

ら
、
ど
ん
な
時
代
ど
ん
な
思
い
で
人
は
、
こ
の

原
風
景
を
見
つ
め
て
き
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
等
と
途
方
も
な
い
想
い
が
広
が
っ

て
い
く
。（
自
註
）

俳
句詩

キャンプの基礎知識、テ
ントやランタンといっ

たキャンプに欠かせない道具
（ギア）の使い方、各アイテム

の撤収とメンテナンスなどが
詳しく載っています。最新・
定番ギアカタログ、アウトド
ア料理、全国おすすめキャン
プ場の情報も載っています。
　待ちにまった夏休み、この
1冊を読んで、家族や友人と
キャンプを楽しんでみません
か。

アウトドアキャンプ
100 の基本

河上 清／発行人
（株式会社学研パブリッシング）

夜の動物園、管理のおじ
さんが動物たちのオリ

を見回っています。ところが、
いたずら好きのゴリラくん、
おじさんの後からこっそり動
物たちのオリのカギを開けて
いくのです。
　ねずみくんが持っているバ
ナナはどうなるのか。そして、
ゴリラくんのオリにあった風
船の行方は…。
　ページをめくるたびに楽し
い発見がいっぱいの絵本です。

おやすみゴリラくん

ペギー・ラスマン／作・絵
（株式会社徳間書店）

月間行事 七夕かざり（6日～ 8月13日）
2 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
4 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
5 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
7 月 図書館休館日
8 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
9 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35

12 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
14 月 図書館休館日
16 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

図書館休館日（館内整理日）
18 金 図書館見学学習会（加久藤小1年生） 9：10 ～ 11：15

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
19 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
22 火 図書館休館日
23 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
25 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
26 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
28 月 図書館休館日
30 水 移動図書館車巡回②（岡元小を除く） 14：10 ～ 15：05

◎7月のスケジュール

◎お知らせ

◎イベント

夏休みの宿題で悩んだら図書館へ
　夏休みの宿題（自由研究や工作など）で悩んだら、図
書館に来てみてください。自由研究や工作など、参考と
なる図書がたくさんあります。
※貸し出しの多い本は制限のあるものがあります。

七夕に願いごとを
　図書館では、7月6日～ 8月13日まで七夕かざりを行
います。期間中、短冊に願いを書いて、七夕に願いごと
をお願いしませんか。　

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「兼恥」　 今野 敏 著　幻冬舎
○「ななつ星」物語　一志 治夫 著　小学館
○「日の丸」　紙ヒコーキ舎 編　プレジデント社
○「ゆかいなお魚」　鍵井 靖章 著　パイインターナショナル
○「貘の檻」　道尾 秀介 著　新潮社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
一
役

　

6
月
6
日
、
え
び
の
市
交
通
少
年
団
の
子
ど
も
た

ち
30
人
が
え
び
の
市
涼
風
園
で
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
植
樹
は
、
緑
の
環
境
を
創
り
だ
す
こ
と
の

重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
6
月
号
掲
載
）

白
熱
し
た
試
合
を
展
開

　

6
月
5
日
か
ら
7
日
ま
で
の
3
日
間
、
王
子
原

球
場
で
第
40
回
県
高
校
野
球
選
手
権
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
下
4
地
区
の
代
表
校
10
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
6
月
号
掲
載
）

川
内
川
上
流
水
防
演
習

　

5
月
20
日
、川
内
川
真
幸
ぜ
き
上
流
で
川
内

川
上
流
地
域
の
水
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
は
、え
び
の
市
水
防
団
な
ど
10
団
体
約

２
８
０
人
が
参
加
。豪
雨
災
害
を
想
定
し
て
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
6
月
号
掲
載
）

１
９
９
3
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第 28 回えび の京 町温 泉マラソンの取 材に行ってきま
した 。ゴ ールしてき た 選 手 に 写 真 を 撮 らせ てもら

いました 。どの 選 手 もす てきな 笑 顔 で、喜 び を 分 け ても
らったような 気 がしました 。（ 川野）

人　口 20,362人（－8人）

男性／ 9,659人（－3人）　女性／ 10,703人（－5人）

転入／ 42人　転出／ 39人
出生／ 16人　死亡／ 27人

世帯数 9,195世帯（－3世帯）
（平成26年6月1日現在）

E
d
ito

r's

【申込締切】7月16日（水）
申・問市社会教育課（市文化センター内）
☎35-2268 FAX35-2908

夏休み鶴田ダム見学会

　国土交通省では、平成18年の洪水により川内川流域で
甚大な浸水被害が発生したことから、水害の被害軽減を図
るため、ダムの洪水調節量を1.3倍に増やす「鶴田ダム再開
発事業」を実施しています。
　この事業は、低い貯水位でも放流できるように現在のダ
ムに5本の穴をあけています。この穴あけ工事は、今年度し
か見ることができません。ぜひ、見学ください。

【期日】7月27日（日）、8月24日（日）
【時間】午前10時30分～、午後1時30分～、午後3時～（約1

時間程度）
【定員】1回あたり最大90人（申込先着順）
【申込方法】国土交通省川内川河川事務所開発工務課に専

用申込書で、見学希望日1週間前までに申し込む。
　専用申込書は、国土交通省川内川河川事務所のホーム
ページからダウンロードできます。（ http://www.qsr.mlit.
go.jp/sendai/ ）
■夏休み期間は、毎日説明が聞けます（土日を含む）

【対象期間】7月19日（土）～ 8月31日（日）
【対象時間】午前10時～午後4時
【申込方法】事前申し込みは不要です。説明希望者は、ダム

横にある情報館へ声をかけてください。
※大雨等により防災体制に入った時などは、中止する場合
があります。
問国土交通省川内川河川事務所開発工務課
☎0996-22-3282

明るい農政のために投票を

　7月6日（日）は、えびの市農業委員会委員選挙の投票日
です。投票所入場券（ハガキ式）は、農業委員会委員選挙
人名簿に登録されている人、1人につき1枚届きます。投票
日には、投票所入場券をご持参ください。
　入場券が届いていなくても、農業委員会委員選挙人名簿
に登録されている人は投票できます。
※農業委員会委員選挙人名簿とは、平成26年1月1日現在
の申請に基づきその選挙資格を調査して作製する申告調
製名簿です。

【投票日】7月6日（日）
【場所】入場券で指定された場所
【時間】午前7時～午後6時

※投票日当日、不在などで投票できない人は、期日前投票
ができます。
●期日前投票

【期間】6月30日（月）～ 7月5日（土）
【場所】市役所1階 1-1会議室
【時間】午前8時30分～午後8時

※選挙が行われる場合は、告示日（6月29日）の翌日に投票
所入場券を発送します。なお、無投票の場合は発送しませ
ん。
問市選挙管理委員会事務局
☎35-1111（内線421、422）

平成26年度宮崎県家畜商講習会

【開催日】8月25日（月）～ 8月26日（火）
【時間】午前8時30分～午後5時
【場所】宮崎県企業局庁舎１階 県電ホール（宮崎市旭1丁目

2番2号）
【講習科目】家畜の取引に関する法令：4時間

家畜の品種および特徴：4時間
家畜の悪癖、機能障害および疾病：6時間

【受講手続】受講申込書を記入の上、受講手数料（ 3,300円
分宮崎県収入証紙）、写真（ 6か月以内に撮影した上半身・
無帽・正面向）を添えて、市畜産農政課畜産振興室に提出
してください。
※講習の特例措置を受ける場合は、獣医師免許の写しか、
家畜人工授精師免許の写しを添えて提出。
※受講申込書は、市畜産農政課畜産振興室で受け取りくだ
さい。

【その他】講習会テキスト（ 3,400円）、台帳代（ 3,000円）が
必要になります。

【申込期限】7月11日（金）必着
問市畜産農政課畜産振興室
☎35-1111（内線222）

重度障害のある人は
医療費の一部を助成します

　市では、重度の障害がある人が病院で診察を受けた場
合など、医療費の自己負担分（保険診療外費用・高額療養
費・付加給付を除く）に対し、助成を行っています。

【対象者】①身体障害者手帳1級または2級を持っている
人、②療育手帳Aを持っている人、③身体障害者手帳が3
級でかつ療育手帳B-1を持っている人
※本人または扶養義務者の所得が一定額を超える場合は、
対象となりません。
※所得は、申告の結果で更新されます。該当しなかった
人も更新後は該当する場合があります。

【助成額】1か月にかかった医療費で1,000円を超えた額
【助成方法】①県内の医療機関に入院した場合は、「重度

心身障害者医療費受給資格者証」を提示し、1,000円（現
物給付自己負担上限額）を支払ってください。
②①以外の場合は、1か月にかかった医療費が分かる領
収書等と申請書を、市福祉事務所福祉係に提出してくだ
さい。申請月の翌月末に指定された口座に振り込みます。
※対象者には、「重度心身障害者医療費受給資格者証」を
交付していますが、資格者証がない場合は、市福祉事務
所まで問い合わせください。
※申請書は、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードできます。
問市福祉事務所福祉係
☎35-1111（内線261,266）

参加ください。ソフトテニス教室

　市では、生涯スポーツ振興の一環として、ソフトテニス
教室を開催します。ソフトテニス協会の指導者が基本から
親切に指導します。経験の有無を問いません。初心者の人、
経験者で再度始めたい人など、ふるって参加ください。

【開催日】7月17日～ 9月25日の毎週木曜日 全10回（8月14日
は除く）

【時間】午後8時～午後10時
【場所】えびの市民体育館（飯野高校横）
【募集人数】20人程度
【対象】18歳以上の人
【指導者】えびの市ソフトテニス協会指導部
【用具等】ラケットの無い人は主催者側で準備します。運動

のできる服装と体育館シューズは各自で準備してください。
【参加料】3,000円（スポーツ保険料を含む）※参加時に徴

収します。
【申込方法】市文化センター（社会教育課市民体育係）へ

直接申し込むか、電話またはFAXで申し込みください。

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 5 月18 日、グリーンパークえび の
を 会 場 に 行 わ れ た 第 28 回 え び の
京 町 温 泉マラソン で のゴール シー
ン。

個人市県民税 第1期
介護保険料 第2期 
6月30日（月）までに納めましょう。
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ヤマボウシ
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写真：ヤマボウシ（平成22年6月12日撮影）周辺

梅雨の約 1 か月間、えびの高原は雨と霧に包まれ、
静かな森の中では、花々がひっそりと咲いています。

ヤマボウシ
Cornus kousa

ミズキ科ミズキ属の落葉高木


